
 第 18 回 甲賀市自治基本条例策定委員会 次第 

 
日時：平成 26 年（2014 年）10 月 31 日（金） 

14 時 00 分から 16 時 00 分まで 
場所：サントピア水口 教養文化室   

 
１ 開 会                

 
 
 
 
２ 第 17 回会議録の確認について 

 
 
 
 
 
３ 市民の声を聴く会について 

 
 
 
 
 
４ 今後のスケジュール 

・１１月中旬～１２月市民の声を聴く会の開催 
・第１９回 平成２７年１月２６日（月） 場所：サントピア水口 教養文化室 

           １４：００～１６：００ 
   ・第２０回 平成２７年２月１８日（水） 場所：サントピア水口 教養文化室 
           １４：００～１６：００ 
   ・３月中旬 市長へ骨子案（提言書）の提出 

 
 
 
 
５ 閉 会 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 





平成 26 年 10 月 30 日 

作成：市民委員・安達みのり 

「市民の声を聴く会」第 3、4 回実行委員会報告書 

 

■骨子素案の概要説明（スライド）について 

第 3 回委員会にて、事務局作成のスライドを見させて頂き、文字を大きく！や写真を入れてみ

ては？など様々な意見が出たことを踏まえ、再度事務局で作成、第 4 回委員会で確認しました。 

 

 

■「市民の声を聴く会」の内容確認 

・目的 

① 市民へ条例の骨子素案を伝える 

市民にスライド、資料を見て頂きながら、我々から説明をしていきます。 

② 骨子素案に対する市民の声を聴く 

あくまでも「聴く」スタンスです。市民の声を頂いた上で、我々から言うことは「ご意見として

承り、後日、皆で検討、相談させて頂きます」ということです。個人的な思いや意見を述べる必

要はありません。 

また、市民から頂いた意見は、市長への骨子案（提言書）と共に資料として提出されます。 

 

・開催日 

11 月末～12 月中の終了予定 

 

・開催回数 

旧町単位にて開催予定 

 

・開催場所 

各地域市民センター等 

 

◎開催日時、開催場所など、区長様、自治振興会様と各地域市民センターと調整して決定。 

各グループにて出席人数少ない場合は他グループから応援に入るよう、ご協力お願い致します。 

 

・内容 

① 司会より進行スタート（担当：  ） 

② 開会の挨拶、趣旨と今までの策定経緯の説明（担当：リーダー） 

③ スライド流す、条例概要説明（担当：市民委員、2 人でも可） 

※①②③は口述書を用意しています。 

④ 市民の意見を拝聴する（担当：司会） 

⑤ 閉会の挨拶（担当：リーダー） 

 

 

 



※その他の役割 

受   付：2 人 

会議録作成：各地域市民センター長 

写 真 係：事務局 

 

 

■その他 

①骨子素案以外に、市民へ意見を聞く内容 

・条例の名称 

・です、ます調の表現 

・項目で何か抜けていないか 

 

② 司会 

・同じことを何度も発言する方がいると他の参加者の意見を貰えなくなるので、司会に取り仕切

って頂く 

 

③ 外国人や障がい者への対応 

市実施のタウンミーティングなどで行う 

 

④ テーマ型を主とした「市民の声を聴く会」を開催 

日時：12/1（月）１４：００～１６：００ 

場所：サントピア水口 教養文化室 

 

⑤ 最後に！ 

甲賀市自治基本条例は、市民の為の条例、そして市民が加わり策定してきた条例です。それ故に

「市民の声を聴く会」は私たち市民委員が中心となり進行していきたいと考えます。 

市民の皆さんが気軽に参加頂けるよう、またより多くの市民の方々にこの条例を知って貰えるよ

う、私たち市民委員が呼びかけ、働きかけていきたいと思います。 

庁内委員、事務局にサポート頂きながら、皆さんで分担し合って、負担なきように進めていきた

いと思いますので、お力添えの程、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 



「（仮称）甲賀市自治基本条例骨子素案について」市民の声を聴く会  

 
 
１ .開会  

 
 
２ .あいさつ  

 
 
 
３ .（仮称）甲賀市自治基本条例骨子素案について  
 ○別紙資料参照  

 
 
 
 
 
 
４ .感想・意見について  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ .閉会  
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（仮称）甲賀市自治基本条例 骨子素案 

前文 

Ⅰ．総則 

１.まちづくりの基本理念 

 ２.目指すまちの姿 

 ３.条例の目的 

 ４.条例の位置づけ 

 ５.定義 

Ⅱ．まちづくりの基本原則 

  ６.市民の権利 

 ７.市民参加 

 ８.子ども 

 ９.学びと教育 

1 0 .多文化共生 

1 1 .安全・安心のまちづくり 

1 2 .情報の共有及び提供 

Ⅲ．各主体の役割と責務 

 1 3 .市民の役割と責務 

 1 4 .企業・事業者の役割と責務 

 1 5 .議会・議員の役割と責務 

1 6 .市長等の役割と責務 

Ⅳ．まちづくりを実現する仕組み・制度 

 1 7 .区・自治会 

 1 8 .自治振興会 

 1 9 .協働によるまちづくり 

 2 0 .市民活動 

 2 1 .住民投票 

Ⅴ．行政運営・行政評価等 

 2 2 .国・県・地域との関係 

 2 3 .情報の公開 

 2 4 .個人情報保護 

 2 5 .行政運営の基本原則 

 2 6 .総合計画 

 2 7 .財政運営 

 2 8 .財産管理 

 2 9 .行政評価 

 3 0 .説明責任 

Ⅵ．条例の実効性の確保 

 3 1 .条例の見直し・推進 

  

市民の声を聴く会資料
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前 文  

0 ． 前  文  

私 た ち の ま ち 甲 賀 市 は 、 鈴 鹿 山 脈 の 山 々 や 数 々 の 清 流 な ど 、 緑 と 水 が 織

成 す 豊 か な 自 然 と 美 し い 景 観 に 恵 ま れ て い ま す 。  

古 琵 琶 湖 層 の 肥 沃 な 大 地 は 、 お い し い 米 や 茶 を 育 て 、 薬 業 や 窯 業 等 の 地

場 産 業 を 生 み 、 発 展 さ せ て き ま し た 。  

歴 史 を ひ も と く と 、 古 く に は 紫 香 楽 宮 が 置 か れ 、 ま た 近 世 に お い て は 東

海 道 の 宿 場 町 が 設 け ら れ 、 多 く の 人 が 行 き 交 う 交 通 の 要 衝 と し て 栄 え て き

た 他 、 城 下 町 等 も 建 設 さ れ ま し た 。  

さ ら に 、 中 世 に 活 躍 し た 甲 賀 忍 者 発 祥 の 地 と し て 全 国 的 に も 良 く 知 ら れ

る ほ か 、 こ の 時 代 に は 、 甲 賀 郡 中 惣 の 輝 か し い 自 治 の 歴 史 も あ り ま す 。  

私 た ち は 、 先 人 が 長 年 に わ た り 培 っ て き た こ う し た 歴 史 と 文 化 に 誇 り を

持 ち 、 地 域 に 対 す る 愛 情 を 育 み 、 自 ら と そ し て 未 来 あ る 子 ど も 達 の た め

に 、 地 域 課 題 の 解 決 に 向 け て 協 力 し て 取 り 組 ま な け れ ば な り ま せ ん 。  

そ こ で 、 一 人 ひ と り が 郷 土 愛 を 持 ち 、 自 治 の 担 い 手 と し て の 自 覚 を 持 っ

て ま ち づ く り に 取 り 組 み 理 想 郷 を 実 現 し て い く た め に 、 基 本 理 念 や 基 本 原

則 を 掲 げ 、 ま ち づ く り の 指 針 と し て 、 日 本 国 民 と し て 、 甲 賀 市 自 治 基 本 条

例 を 制 定 し ま す 。  

 

第１章 総則  

１ ． ま ち づ く り の 基 本 理 念  

甲 賀 市 の ま ち づ く り は 、 甲 賀 市 市 民 憲 章 に 掲 げ る 理 念 に 則 り 推 し 進 め て

い き ま す 。  

２ ． 目 指 す ま ち の 姿  

ま ち づ く り の 担 い 手 は 市 民 で あ り 、 市 民 自 ら が 輝 き 続 け ら れ る た め に 、

次 に 掲 げ る 甲 賀 市 の あ る べ き 姿 を 考 え 、 そ の 実 現 に 向 け て 行 動 す る も の と

し ま す 。  

①  市 民 が 相 互 の 理 解 を 深 め 、 そ れ ぞ れ の 個 性 や 能 力 を 尊 重 で き る 差  別

の な い ま ち  

②  市 民 が 自 然 や 歴 史 ・ 文 化 を 理 解 し 、 地 域 の 特 性 を 生 か し な が ら 、 時 代
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の 変 化 に 対 応 で き る 活 力 の あ る ま ち  

③  市 民 が 共 に 生 き 、 お 互 い に 支 え あ っ て 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 福

祉 の い き と ど い た 住 み よ い ま ち  

３ ． 条 例 の 目 的  

こ の 条 例 は 、 ま ち づ く り の 基 本 原 則 や 、 市 民 、 議 会 、 市 長 等 の そ れ ぞ れ

の 役 割 と 責 務 な ど 、 甲 賀 市 の ま ち づ く り に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 定 め る こ

と に よ り 、 自 治 の 進 展 を 図 り 、 安 心 し て 暮 ら せ る 住 み よ い ま ち を つ く っ て

い く こ と を 目 的 と し ま す 。  

４ ． 条 例 の 位 置 づ け  

① こ の 条 例 は 、 甲 賀 市 の ま ち づ く り に お け る す べ て の 仕 組 み や 活 動 の 基

本 と な る も の で す 。  

５ ． 定 義  

 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ

に よ り ま す 。  

①  市 民  市 内 に 居 住 す る 人 、 市 内 に 通 勤 又 は 通 学 す る 人 、 市 内 で 事 業 又

は 活 動 を 行 う 個 人 、 企 業 ・ 事 業 者 又 は そ の 他 の 団 体 を い い ま す 。  

②  地 域 住 民  そ れ ぞ れ の 地 域 に 居 住 し て い る 人 を い い ま す 。  

③  市 長 等  市 長 及 び 法 律 の 定 め る と こ ろ に よ り 設 け て い る 委 員 会 又 は 委

員 の 他 、 職 員 等 の 補 助 機 関 を 含 み ま す 。  

④  ま ち づ く り  ２ に 掲 げ る ま ち の 姿 を 実 現 す る た め に 行 わ れ る す べ て の

活 動 を い い ま す 。  

⑤  協 働  市 民 、 議 会 及 び 市 長 等 の う ち 複 数 の 者 が 対 等 な 関 係 の も と 、 連

携 ・ 協 力 す る こ と を い い ま す 。  

 

第 2 章 まちづくりの基本原則  

６ ． 市 民 の 権 利  

①  市 民 は ま ち づ く り の 担 い 手 で あ り 、 市 政 に 関 す る 情 報 を 知 る 権 利 を

持 つ と と も に 、 市 長 等 を は じ め 、 さ ま ざ ま な 団 体 等 と 協 働 し て 、 ま ち づ

く り に 積 極 的 に 関 わ る 権 利 を 持 っ て い ま す 。  

②  市 民 及 び 市 長 等 は 、 性 、 年 齢 、 障 が い の 有 無 等 に か か わ ら ず 、 誰 も

が 等 し く 個 人 と し て 尊 厳 と 権 利 が 尊 重 さ れ 、 障 が い 児 ・ 障 が い 者 も 含

め 、 誰 も が 地 域 で 社 会 生 活 を 営 み 安 全 に か つ 安 心 し て 暮 ら し て い け る 社

会 を 実 現 し ま す 。  
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７ ． 市 民 参 加  

①  市 民 は 、 そ れ ぞ れ の 立 場 を 尊 重 し 合 い な が ら 、 ま ち づ く り に 関 心 を も

っ て 積 極 的 に 参 加 す る よ う 努 め ま す 。  

②  市 長 等 は 、 ま ち づ く り の 担 い 手 で あ る 市 民 が 、 自 ら 考 え 、 働 き か け 、

決 定 に 関 わ れ る し く み づ く り に 努 め ま す 。  

８ ． 子 ど も  

 子 ど も は 、 生 き る 、 守 ら れ る 、 育 つ 権 利 を 持 つ と と も に 、 年 齢 に ふ さ わ

し い 形 で ま ち づ く り に 参 加 ・ 参 画 す る 権 利 を 保 障 さ れ ま す 。  

９ ． 学 び と 教 育  

①  市 民 は 、 自 ら の 生 活 を よ り よ く し 、 ま ち づ く り に 活 か せ る よ う 、 生 涯

に わ た り 積 極 的 に 学 ぶ こ と に 努 め ま す 。  

②  市 民 及 び 市 長 等 は 、 誰 も が 生 涯 に わ た り 積 極 的 に 学 べ る 環 境 づ く り に

努 め ま す 。  

③  市 民 及 び 市 長 等 は 、 社 会 全 体 で 子 ど も を 育 ん で い く た め に 家 庭 、 学 校

及 び 地 域 の 環 境 を 整 え る こ と に 努 め ま す 。    

１ ０ ． 多 文 化 共 生  

①  市 長 等 は 、 市 民 が 多 様 な 文 化 と ふ れ あ う こ と が で き る 環 境 を 整 え ま

す 。  

②  市 民 及 び 市 長 等 は 、 世 界 の 人 々 と 互 い の 文 化 を 認 め あ い 、 多 様 な 文 化

が 共 存 で き る ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。  

１ １ ． 安 全 ・ 安 心 の ま ち づ く り  

①  市 民 は 、 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る ま ち づ く り を 目 指 し 、 常

日 頃 か ら 学 習 や 安 全 点 検 、 訓 練 な ど を 通 じ て 安 全 ・ 安 心 に 関 す る 意 識 の

向 上 を 図 る と と も に 、 大 規 模 な 自 然 災 害 そ の 他 あ ら か じ め 予 測 の で き な

い 事 態 （ 以 下 「 災 害 等 」 と い う 。） へ の 備 え を 行 う よ う 努 め ま す 。 ま た 、

災 害 等 が 発 生 し た と き に は 、 自 ら の 安 全 を 確 保 し た の ち 、 市 民 の 協 力 ・

連 携 に よ り 対 処 す る よ う 努 め る も の と し ま す 。  

②  市 民 は 、 区 ・ 自 治 会 等 を 単 位 に 自 主 防 災 組 織 等 を 設 立 す る な ど に よ

り 、 地 域 に お け る 安 全 ・ 安 心 に 関 す る 組 織 的 な 活 動 の 促 進 に 努 め ま す 。  

③  市 長 等 は 、 市 民 と 協 力 ・ 連 携 し 、 災 害 等 に 対 応 す る 計 画 及 び 情 報 共 有

の 仕 組 み を 整 備 し 、 危 機 管 理 に 努 め な け れ ば な り ま せ ん 。 ま た 緊 急 時 に

は こ れ ら と 協 働 の も と 、 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 し な け れ ば な り ま せ ん 。   
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１ ２ ． 情 報 の 共 有 及 び 提 供  

①  市 民 、 議 会 及 び 市 長 等 は 、 市 民 参 画 に よ る ま ち づ く り を 推 進 す る た め

に 、 ま ち づ く り に 関 す る 情 報 を 互 い に 共 有 し 、 提 供 し ま す 。  

②  議 会 及 び 市 長 等 は 、 保 有 す る 情 報 が 、 市 民 共 有 の 財 産 で あ る こ と を 認

識 し 、 適 正 に 管 理 し ま す 。  

 

第３章 各主体の役割と責務  

１ ３ ． 市 民 の 役 割 と 責 務  

①  市 民 は 、 ま ち づ く り の た め に 自 ら 考 え 、 積 極 的 に 行 動 す る と と も に 、

互 い が 支 え 合 い ま す 。  

②  市 民 は 、 地 域 社 会 の 一 員 と し て 社 会 的 規 範 を 守 り 、 互 い を 尊 重 し 、 自

ら の 言 動 に 責 任 を 持 ち ま す 。  

１ ４ ． 企 業 ・ 事 業 者 の 役 割 と 責 務  

企 業 ・ 事 業 者 は 、 地 域 社 会 の 一 員 と し て 、 他 の 市 民 ・ 市 長 等 と 協 力 ・ 連

携 し 、 ま ち づ く り に 貢 献 し ま す 。  

１ ５ ． 議 会 、 議 員 の 役 割 と 責 務  

①  議 会 は 、 市 民 の 声 が ま ち づ く り に 反 映 さ れ る よ う に 努 め る と と も に 、

そ の 過 程 を 市 民 に 明 ら か に し ま す 。  

②  議 員 は 、 甲 賀 市 政 を 担 う 者 と し て 、 夢 と 将 来 を 見 通 す 力 を も っ て 、 ま

ち づ く り に 積 極 的 に 取 り 組 む よ う 努 め ま す 。  

１ ６ ． 市 長 等 の 役 割 と 責 務  

①  市 長 等 は 、 全 体 の 奉 仕 者 と し て 、 公 平 、 誠 実 か つ 効 率 的 に 職 務 を 遂 行

し 持 続 可 能 な 市 政 運 営 を 推 進 し ま す 。  

②  市 長 等 は 、 市 政 運 営 の 方 針 を 明 ら か に す る と と も に 、 広 く 市 民 の 意 見

を 聴 き 適 切 に 反 映 さ せ ま す 。  

③  市 長 等 は 、 職 務 の 遂 行 に 必 要 な 知 識 の 習 得 及 び ま ち づ く り を 推 進 す る

た め に 必 要 な 能 力 の 向 上 に 取 り 組 む も の と し ま す 。  

④  市 長 等 は 、 ま ち づ く り の た め に 積 極 的 に 市 の 魅 力 を 発 信 し ま す 。  
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第４章 まちづくりを実現する仕組み・制度  

１ ７ ． 区 ・ 自 治 会  

①  区 ・ 自 治 会 は 、 地 域 住 民 を 代 表 す る 自 治 組 織 で す 。  

②  地 域 住 民 は 、 互 い に 協 力 し 、 助 け 合 い な が ら 、 積 極 的 に 区 ・ 自 治 会 の 諸

活 動 に 参 加 し て 地 域 の 現 状 及 び 課 題 を み ん な で 共 有 し 、 住 み よ い 地 域 社 会

を つ く り ま す 。  

③  市 長 等 は 、 区 ・ 自 治 会 を 尊 重 し 、 互 い に 協 力 し あ え る 関 係 を つ く り ま

す 。  

１ ８ ． 自 治 振 興 会  

①  自 治 振 興 会 は 、 概 ね 小 学 校 区 ご と に 設 け ら れ 、 区 ・ 自 治 会 等 の 関 係  団

体 と の 連 携 の も と 、 広 域 的 な 地 域 課 題 の 解 決 を 図 り な が ら 、 住 み よ い 地 域

社 会 を つ く り ま す 。  

②  自 治 振 興 会 は 、 そ の 地 域 に 住 む 、 ま た は 活 動 す る す べ て の 市 民 を 会 員 と

し 、 そ れ ぞ れ の 自 治 振 興 会 で 策 定 し た ま ち づ く り 計 画 に 基 づ き よ り 多 く の

人 の 参 画 と 自 由 な 発 想 に よ り 特 色 あ る ま ち を つ く り ま す  

③  市 長 等 は 、 自 治 振 興 会 の 地 域 特 性 や 実 情 に 合 わ せ た 取 り 組 み に 対 し て 必

要 な 支 援 を 行 い ま す 。  

１ ９ ． 協 働 に よ る ま ち づ く り  

 市 民 ・ 議 会 及 び 市 長 等 は 、 相 互 に 信 頼 関 係 を 築 き 、 協 働 し て ま ち づ く り に

努 め ま す 。  

２ ０ ． 市 民 活 動  

①  市 民 は 、 よ り よ い ま ち づ く り の た め の 役 割 を 意 識 し 、 自 主 的 ・ 自 立 的 な

活 動 に 努 め ま す 。  

②  市 長 等 は 、 市 民 自 ら が 行 う 自 主 的 ・ 自 立 的 な 活 動 の 積 極 的 な 支 援 に 努 め

ま す 。  

③  市 民 及 び 市 長 等 は 、 地 域 の 将 来 を 担 う 人 材 の 発 掘 と 育 成 、 及 び そ の 組 織

づ く り に 努 め ま す 。  

２ １ ． 住 民 投 票  

 市 長 は 、 市 政 に 係 る 重 要 事 項 に つ い て 、 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 に

は 、 別 に 条 例 を 定 め る こ と に よ っ て 、 住 民 投 票 を 実 施 す る こ と が で き ま す 。
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第５章 行政運営・行政評価等  

２ ２ ． 国 ・ 県 ・ 地 域 と の 関 係  

市 長 等 は 、 ま ち づ く り を 進 め て い く に 当 た っ て は 、 国 ・ 県 及 び 近 隣 自 治 体

と 積 極 的 に 協 力 ・ 連 携 を 図 る と と も に 、 国 及 び 県 と の 間 に 、 地 方 自 治 の 本 旨

に 基 づ い た 適 正 な 関 係 を 築 き ま す 。  

２ ３ ． 情 報 の 公 開  

議 会 及 び 市 長 等 は 、 市 政 に つ い て 、 市 民 に わ か り や す く 公 正 に 提 供 す る 責

務 を 全 う す る た め 、 法 令 及 び 別 に 定 め る 条 例 に よ り 制 限 さ れ る 場 合 を 除 い

て 、 保 有 す る 情 報 を 適 正 に 公 開 し ま す 。  

２ ４ ． 個 人 情 報 保 護  

①  議 会 及 び 市 長 等 は 、 基 本 的 人 権 を 守 る た め に 保 有 す る 個 人 情 報 を 適 正 に

管 理 す る と と も に 、 取 扱 い に 関 し て も 個 人 の 権 利 や 利 益 が 侵 害 さ れ る こ と

の な い よ う に 、 適 切 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な り ま せ ん 。  

②  市 民 は 、 市 民 に よ る 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に 関 し 個 人 の 権 利 や 利 益 が 侵 害

さ れ る こ と の な い よ う 努 め ま す 。  

２ ５ ． 行 政 運 営 の 基 本 原 則  

①  市 長 等 は 、 総 合 的 か つ 計 画 的 な 視 点 に 立 ち 、 効 率 的 で 、 公 正 か つ 透 明 性

の 高 い 行 政 を 行 う も の と し ま す 。  

②  市 長 等 は 、 そ の 事 務 を 処 理 す る に 当 た っ て は 、 最 小 の 経 費 で 最 大 の 効 果

を 挙 げ る よ う に し な け れ ば な り ま せ ん 。  

２ ６ ． 総 合 計 画  

市 長 等 は 、 議 会 の 議 決 を 経 て 定 め ら れ た 基 本 構 想 及 び 基 本 計 画 に 基 づ き 、

総 合 的 か つ 計 画 的 な 行 政 運 営 を し な け れ ば な り ま せ ん 。  

２ ７ ． 財 政 運 営  

市 長 等 は 、 予 算 の 編 成 及 び そ の 執 行 に 当 た っ て は 、 中 長 期 的 な 視 点 に 立

ち 、 健 全 な 財 政 運 営 に 努 め ま す 。  

２ ８ ． 財 産 管 理  

市 長 等 は 、 所 管 す る 公 有 財 産 に つ い て 適 正 に 管 理 し 、 効 果 的 に 活 用 し ま

す 。  
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２ ９ ． 行 政 評 価  

市 長 等 は 、 市 民 の 意 見 を 取 り 入 れ た 行 政 評 価 を 行 う と と も に 、 そ の 結 果 を

行 政 運 営 に 反 映 さ せ る よ う 努 め ま す 。  

３ ０ ． 説 明 責 任  

市 長 等 は 、 行 政 運 営 の 情 報 を そ の 計 画 か ら 実 施 ・ 評 価 に 至 る ま で 、 市 民 に

対 し 適 時 ・ 適 切 に 公 表 し て 透 明 性 を 高 め 、 説 明 責 任 を 果 た し ま す 。  

 

第６章 条例の実効性の確保  

３ １ ． 条 例 の 見 直 し ・ 推 進  

①  市 長 等 は 、 こ の 条 例 の 施 行 後 4 年 を 超 え な い 期 間 ご と に 、 こ の 条

例 が 甲 賀 市 に ふ さ わ し い も の か 、 社 会 情 勢 に 適 合 し た も の か に つ い

て 、 本 条 例 に か か げ る ま ち づ く り の 基 本 原 則 に 基 づ き 検 討 を 進 め ま

す 。  

②  市 長 等 は 前 項 に 規 定 す る 検 討 の 結 果 を 踏 ま え 、 こ の 条 例 の 見 直 し

が 適 当 で あ る と 判 断 し た と き は 、 必 要 な 措 置 を 講 じ ま す 。  
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